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鳥取市生活困窮者自立相談支援事業 住まい相談支援員 

（会計年度任用職員）採用試験受験案内（令和７年度２月採用分） 

令和７年１２月２２日  

鳥取市総務部人権政策局 鳥取市中央人権福祉センター   

１ 配置を予定している職種、勤務場所、採用予定者数 

職 種 勤務場所 採用予定者数 

住まい相談支援員 
鳥取市中央人権福祉センター 

（鳥取市幸町１５１番地） 
１名 

２ 応募条件 

次の項目を全て満たす人  

（１）社会福祉士、産業カウンセラー、隣保事業ソーシャルワーカー等のいずれかの資格を有する人

（２）概ね３年以上の相談支援業務に関する実務経験を有する人 

（３）一定のパソコン操作技能を有する人（ワード、エクセルなど） 

（４）普通自動車運転免許（AT 限定可）を有し、公用車の使用及び自家用車を公務使用できる人 

※自家用車公務使用の場合、燃料代は規定に基づき支給 

※一定額以上の自動車損害賠償責任保険及び任意保険に入っていること 

３ 業務内容 

住まい相談支援員 

・住まいの課題を中心とした相談支援 

・個別的・継続的・包括的な支援の実施 

・住宅関係者（大家、不動産事業者、居住支援法人、居住支援協議会事務局等）からの相談対応 

・福祉関係機関（福祉事務所、地域包括支援センター、基幹相談支援センター等）からの相談対応 

・物件・支援等の情報収集、地域の支援ニーズの把握等 

※採用後に、国が主催する居住支援事業従事者養成研修等の研修を受講していただく予定です。 

鳥取市では、生活困窮者自立相談支援事業に係る住まい相談支援員（会計年度任

用職員）を次のとおり募集します。 

住まい相談支援事業とは、生活困窮者自立支援法に基づき、生活困窮者の相談に

応じ、住まいの課題に関する業務を担当し、生活再建を図る事業です。
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４ 報酬その他の労働条件 

（１）任用期間 「令和８年２月１日から令和８年３月３１日まで」 

従事する職（業務）が翌年度も継続された場合に限り、勤務成績及び業務・予算措置の状況等に応

じて、翌年度に再度任用される場合があります。ただし、採用日から５年を経過する年度末までが

再度任用の限度となります。 

（令和８年２月１日採用の場合、最長で令和１３年３月３１日まで） 

（２）報酬（月額）１８１，５００円＋通勤費＋期末・勤勉手当 

※報酬額は「見込額」です。今後給与改定等があった場合はそれによります。 

※通勤距離が片道２㎞以上の場合に距離数に応じて通勤費を支給します。また、各種公共交通機 

関を利用する場合は、定期又は回数券利用に係る費用を支給します。 

（自動車等利用者は３１，６００円、公共交通機関等利用者は１５０，０００円を上限とします。） 

（３） 勤務時間    週３０時間を基本とします。 

  ※業務の都合等により、休日または所定の勤務時間を超えて勤務いただく場合があります。 

（４） 社会保険等  健康保険、厚生年金保険、雇用保険、公務災害補償または労災保険。 

（５） そ の 他   ・年次有給休暇、病気休暇、特別休暇等を設けています。 

（有給・無給の休暇があります。） 

・会計年度任用職員は一般職の地方公務員であり、地方公務員の服務に関する各

規定が適用されます。 

５ 受験できない者 

（１）地方公務員法第１６条の規定により次のいずれかに該当する人

・拘禁刑以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくなるまでの人 

・鳥取市職員として懲戒免職の処分を受け、その処分の日から２年を経過しない人 

・人事委員会又は公平委員会の委員の職にあって、地方公務員法第６０条から第６３条までに規定 

する罪を犯し刑に処せられた人 

・日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する政党その他の団体を結成し、

又はこれに加入した人 

（２）日本国籍を有していない人で、就労に制限のない在留の資格を取得していない人 

６ 試験日時・試験会場 

（１）試 験 日  令和８年１月２０日（火） 

（２）受付時間  １３時３０分～１４時００分 

（３）試験時間  筆記試験    １４時０５分～１４時５５分（５０分間） 

         面接試験    １５時１０分～ 

（４）試験会場  鳥取市役所本庁舎 ５階 ５－２会議室（鳥取市幸町７１番地） 
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７ 試験科目 

試験科目 内  容 

筆記試験 作文 ※８００字以内 

テーマ（住まい相談支援員） 

「住まい相談支援員は、生活困窮者支援においてどのような役割

を担っていくべきと考えるか」 

面接試験 個別面接による口述試験 

書類審査 申込書による書類審査（志望動機、資格・免許、経歴など） 

８ 試験申込 

（１）申 込 先      〒680-0823 鳥取市幸町１５１番地 

鳥取市 総務部 人権政策局 鳥取市中央人権福祉センター 

（２）申 込 方 法   

本市指定の「鳥取市住まい相談支援員(会計年度任用職員)採用試験申込書（令和７年度２月採用分）」

に必要事項を記入し、鳥取市中央人権福祉センター（入口を入って左の窓口）まで持参または郵送に

て、令和８年１月１６日（金）までに提出（郵送の場合は必着）してください。（添付する顔写真は、

カラー、無帽、背景なしでお願いします。） 

 ※ 申込書を直接持参される場合は、８時３０分から１７時１５分の間にご来庁ください。 

ただし、土曜日・日曜日・祝日は除きます。 

 ※ 郵送の場合、封筒の表に「会計年度任用職員申込書在中」と朱書きしてください。 

※ 提出書類は返却しませんので、ご了承ください。 

※ 本試験に関して収集した個人情報については、試験の選考、合格通知書の発送及び採用手続き以外

には利用しません。 

９ 合格者の決定方法 

（１）筆記試験、面接試験、書類審査の合計得点の高い順に合格者を決定します。 

但し、各試験科目にはそれぞれ基準点があり、合計得点が基準点に達しない場合は不合格となりま

す。また、各試験科目の得点が基準点を著しく下回った場合、不合格となることもあります。 

なお、試験結果によっては、合格者が採用予定人数に到達しない場合もあります。 

（２）合格者の辞退又は合格の取り消し等により当該合格者が採用にならない場合は、選考試験の得点の

高い順から繰り上げて採用することがあります。

（３）地方公務員法の規定に基づき、採用はすべて条件付とし、採用後１か月の勤務成績が良好であった

場合、会計年度任用職員に正式採用します。 

１０ 合格者発表 

 採用試験から１４日以内に文書で通知します。（予定） 



4 

１１ 試験結果の開示 

この採用試験の結果については、口頭で開示を請求することができます。開示の請求は、受験者

本人が運転免許証、学生証、個人番号カード等の写真付きの身分証明証のいずれか一点を携帯して、

直接開示場所（問い合わせ先）へおいでください。電話、はがき、代理等による請求では開示でき

ません。 

  開示対象者 開示の内容 開示期間 

受験者本人 試験の得点、順位 試験の合格発表の日から１か月間 

１２ 試験に関する注意事項 

（１）試験当日は、必ず受付時間内に受付し、係員の指示に従ってください。 

原則として、遅刻者は受験できません。 

（２）受験の際は、受験票、筆記用具（鉛筆またはシャープペンシル、消しゴム）、アナログ時計を必ず持

参してください。 

（３）試験中は携帯電話、スマートフォンなど携帯端末の使用は禁止します。 

１３ 問い合わせ先 

不明な点等ございましたら、鳥取市総務部人権政策局鳥取市中央人権福祉センター（電話：０８５７

-２４-８２４１）までお問い合わせください。 


